
＞＞実践ノウハウ

●２年次選択科目に1年間のインターンシップを設定

●小中学校と連携し12年間の系統的キャリア教育を目指す

●学校通信やマスコミを通じて地域へ情報発信

　

三
重
県
立
紀
南
高
校
は
入
学
定
員
１
２
０
人
と
比

較
的
小
さ
な
、単
位
制
の
普
通
科
高
校
だ
。三
重
県
南

部
の
交
通
の
便
が
よ
い
と
は
言
え
な
い
地
域
で
、地
元

の
幅
広
い
層
の
生
徒
が
集
う
。卒
業
後
の
進
路
も
、就

職
が
約
６
割
と
最
多
だ
が
、大
学
や
専
門
学
校
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

周
辺
で
は
少
子
化
や
過
疎
化
に
対
応
し
て
県
立
高

校
の
統
廃
合
が
進
む
な
か
、同
校
は
小
規
模
な
が
ら
存

続
。高
校
で
全
国
３
番
目
と
な
る「
学
校
運
営
協
議
会

を
設
置
す
る
学
校（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
）」の
指

定
を
受
け
、地
域
と
共
に
学
校
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
い
て
は
近
隣
の
小
中
学
校

を
リ
ー
ド
す
る
存
在
だ
。

　

同
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
主
だ
っ
た
取
り
組
み
は
、図

１
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
て
お
り
、全
体
指
導
で

は
外
部
講
師
を
招
い
た
講
話
や
説
明
会
が
充
実
。ま
た
、

個
人
面
談
の
ほ
か
、他
校
を
参
考
に
作
成
し
た
目
標
管

理
・
行
動
記
録
ノ
ー
ト「
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｅ
」の
活
用
な
ど
、

個
別
指
導
の
体
制
も
整
え
て
い
る
。

　

な
か
で
も
今
回
特
に
注
目
し
た
い
取
り
組
み
が
、２
学

年
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
だ
。希
望
者
対
象
だ
が
、科
目

「
就
労
体
験
」と
い
う
授
業
と
し
て
１
年
間
、週
１
日
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
、単
位
認
定
も
な
さ
れ

る
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
と
の
連
携
に
よ
り
、生
徒
は
コ

三重･県立  紀
き

南
な ん

高
こ う

校
こ う

統廃合の危機を乗り越え
地域と取り組むキャリア教育

取材・文／藤崎雅子

１
年
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

小
中
高
連
携
を
推
進

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
り
、将
来
働
く

と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
知
る
な
ど
の
効
果
が
出
て

い
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
、近
隣
の
小
中
学
校
を
巻
き
込
ん
で
12

年
間
の
系
統
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
構
築
を
目
指
し
て

い
る
点
に
も
注
目
し
た
い
。同
校
が
近
隣
の
小
中
学
校
に

呼
び
か
け「
南
牟
婁
郡
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
企
画
会
議
」

が
発
足
。学
校
間
で
連
携
し
た
新
し
い
取
り
組
み
や
、共

同
で
の
研
究
・
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
土
台
に
あ
る
の
は
、地
域
と
の
良

好
な
関
係
だ
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
と
し
て
地
域
に

対
し
意
見
や
協
力
を
求
め
る
だ
け
で
は
な
く
、地
域
に

対
し
て
の
情
報
発
信
に
も
注
力
。地
域
の
同
校
に
対
す

る
理
解
の
深
ま
り
が
、学
校
の
枠
を
超
え
た
様
々
な
活

動
を
や
り
や
す
く
し
、実
践
効
果
を
高
め
て
い
る
。

先
進
校
に
学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践
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先進校に学ぶキャリア教育の実践 C A S E 2

図1 キャリア教育の主な取り組み

全年次 進路講話（学年別、進路希望別）／進路個別面談／進路補講／「ちりつも」
学習（SHRを活用して毎日プリントに取り組む）

1年次 進路研究／業者による進学説明会／林業・農業体験／地元企業見学／
キャリアデザインサポート（外部講師による進路希望別指導）

２年次 希望者による1年間のインターンシップおよび発表会／外部講師による進路
ガイダンス／企業・大学見学（修学旅行時）／個人面談／作文指導

3年次

【進路決定対策】キャリアアップセミナー就職直前対策／3学年全生徒に対す
る小論文指導／進路面接指導／卒業生と語る会／「KOMAME」学習（目標
管理と毎日の行動・気づきの記録をつけて担当教員に提出しアドバイスを得る）

【進路決定後の指導】働くための基礎講座（講師：三重県生活文化部）／
外部講師によるアフターフォローガイダンス「社会人としての心構え」／
防犯セミナー／県議会議長講話「社会人と政治について」

その他 コミュニティ・スクールとの連携／卒業生への追指導（就職先・進学先訪問）



　

同
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
を
は
じ
め
と
す
る
学
校

改
革
の
足
跡
を
、お
よ
そ
10
年
前
か
ら
追
っ
て
み
た
い
。

様
々
な
研
究
指
定
に
積
極
的
に
手
を
挙
げ
、制
度
を
有

効
活
用
し
な
が
ら
前
進
を
図
っ
て
き
た
経
緯
は
図
２
の

と
お
り
だ
。

　

90
年
代
後
半
の
三
重
県
は
、少
子
化
を
に
ら
ん
だ
県

立
高
校
再
編
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
た
。同
校
で
も

入
学
者
の
定
員
割
れ
が
始
ま
っ
た
時
期
。危
機
感
か
ら
７

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、「
学
校
外

に
お
け
る
学
習
活
動
」「
単
位
制
導
入
」「
地
域
に
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
」な
ど
の
テ
ー
マ
が
検
討
さ
れ
た
。

　

長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、そ
の
ひ
と
つ「
学
校
外
に

お
け
る
学
習
活
動
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
生
ま
れ
た
。

２
０
０
０
年
度
よ
り
科
目「
就
労
体
験
」を
設
定
し
、半

年
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
始
。立
ち
上
げ
時
の
不

安
の
大
き
さ
を
、進
路
指
導
部
の
谷
口
久
治
先
生
は
振

り
返
る
。

　
「
最
大
の
懸
念
は
、半
年
間
も
職
場
に
受
け
入
れ
て

も
ら
え
る
か
。ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
地
域
の
商
工

会
議
所
商
工
会
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
断
り
を
入
れ
た
う
え

で
、１
件
ず
つ
訪
問
し
て
趣
旨
を
説
明
し
ま
し
た
。す
る

と
、最
終
的
に
は
ほ
と
ん
ど
が
快
諾
。私
た
ち
は
実
行
に

向
け
て
大
き
な
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
」

地
域
に
支
え
ら
れ

学
校
存
続
の
道
を
模
索

Process

立
ち
上
げ
の
プ
ロ
セ
ス

＞＞School Data
普通科（単位制）／1962年創立
生徒数／323人（男子159人・女子164人）
進路状況（2008年度実績）／大学 11.5％・短大 1.1％・
専門学校等 22.9％・就職 58.6%・その他 5.7%
三重県南牟婁郡御浜町阿田和1960
　　05979-2-1351
　　http://www.mie-c.ed.jp/hkinan/URL

TEL

　

05
年
度
か
ら
は
、当
時
注
目
さ
れ
始
め
た
日
本
版
デ
ュ

ア
ル
シ
ス
テ
ム
に
刺
激
を
受
け
、実
習
期
間
を
１
年
間
に

延
長
。現
在
の
形
態
と
な
っ
た
。

　
一
方
、こ
う
し
た
間
に
も
、生
徒
数
の
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
状
況
は
続
い
て
お
り
、同
校
の
今
後
に
つ
い

て
地
域
と
の
話
し
合
い
の
場
が
も
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。そ
こ
で
あ
が
っ
た
の
は「
紀
南
高
校
を
な
く
し
た

く
な
い
」「
地
元
の
子
を
地
元
で
育
て
た
い
」…
と
い
う
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図2 近年の紀南高校の動向

1998年度頃～ ○７つのプロジェクトチームで学校改革を模索

年度 学校全体 キャリア教育関連

1999 ○文部省（当時）より「学校外における学習の成果の単位
認定を取り入れた教育活動のあり方」を主題とした研究指定

2000 ○単位制導入 ○半年間のインターンシップを開始

2003 ○募集定員５クラスが３クラスに減少

2004 ○「紀南地域高等学校再編活性化推進協議会」を設置、
紀南地区の木本高校と紀南高校のあり方について議論

2005
○文科省よりコミュニティ・スクール研究指定。地域と連携した
「コミュニティ・スクール推進委員会」と、その下に校内組織「コ
ミュニティ・スクール委員会」を設置

○県教委よりキャリア教育総合推進事業「長期的なインター
ンシップ」指定
○インターンシップを1年間に延長

2007
○県教委よりコミュニティ・スクールに指定
○教育課程を見直し進学体制を強化
○教育ボランティアと聴講生が授業参加

○県教委より「学校・地域との協働によるキャリア教育実践
事業」の指定。「南牟婁郡キャリア教育推進企画会議」を発
足させ、小中高連携始まる

2008 ○「KOMAME」運用開始
○キャリア教育優良学校等文部科学大臣表彰受賞

図3 コミュニティ・スクールとしての活動内容（08年度の例）

◆ 学校運営協議会の設置
 地域代表、保護者代表、同窓会代表、学識経験者、学校長、教諭 15人以内

◆ 学校運営協議会の開催（年６回）
 ●学校運営の基本方針の協議・承認や学校自己点検・自己評価の結果共有
 ●学校の取り組み説明や生徒の様子などその都度近況を情報交換

◆ 教職員と協議会委員で構成する３部会（地域連携・進路支援・企画広報）の開催
 全教職員により校内コミュニティ・スクール推進委員会を構成し、それぞれが支援員としていずれかの部会に登録し、
 その活動をサポート

◆ 学校の行事・教育活動への参加・協力
 ●地域との活動（小中高地域合同清掃活動、土手草刈りなどに委員が参加）
 ●教育ボランティア（地域住民が週８時間の授業に参加）の人選
 ●聴講生制度の実施
 ●各種授業への協力 etc...

声
。か
つ
て
同
校
が
地
域
住
民
の
強
い
要
望
に
よ
り
開
校

し
た
経
緯
や
、同
校
の
担
う
役
割
に
つ
い
て
の
再
確
認
が

な
さ
れ
た
。２
年
間
の
研
究
期
間
を
経
て
、07
年
度
に
県

教
育
委
員
会
よ
り
コ
ミ
ュニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
の
指
定
を
授

受
。「
学
校
運
営
協
議
会
」を
設
立
し
、地
域
や
保
護
者

が
学
校
運
営
に
か
か
わ
っ
て
い
く
仕
組
み
が
作
ら
れ
た

（
図
３
）。学
校
運
営
協
議
会
の
支
援
に
つ
い
て
教
頭
の

堀
昌
弘
先
生
は
こ
う
話
す
。
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「
地
域
に
学
校
を
開
く
こ
と
で
厳
し
い
ご
意
見
を
い
た

だ
く
覚
悟
も
必
要
で
し
ょ
う
が
、実
際
の
委
員
の
方
は

学
校
の
方
針
や
活
動
を
応
援
す
る
ス
タ
ン
ス
で
、強
力
な

サ
ポ
ー
タ
ー
を
得
た
よ
う
な
も
の
。学
校
を
よ
く
し
た
い

と
い
う
熱
意
の
あ
る
皆
さ
ん
と
直
接
話
し
合
う
こ
と
で
、

私
た
ち
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

　

こ
う
し
た
地
域
連
携
を
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
も
っ
て
さ
ら
に
一
歩
進
め
よ
う
と
、近
隣
の
小
中
学
校

と
の
連
携
に
も
着
手
。同
校
の
呼
び
か
け
で
小
中
高
５

校
に
よ
る「
南
牟
婁
郡
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
企
画
会
議
」

を
立
ち
上
げ
た
。定
期
的
に
話
し
合
い
の
場
を
も
ち
、一

歩
ず
つ
連
携
を
強
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　

現
在
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
２
年
次
の
希
望
者
を
対

象
に
、教
科「
総
合
」、科
目「
就
労
体
験
」（
６
単
位
）と

し
て
１
年
間
、毎
週
金
曜
日
に
９
時
か
ら
16
時
ま
で（
標

準
）実
施
さ
れ
て
い
る
。進
学
・
就
職
の
進
路
希
望
に
か
か

わ
ら
ず
参
加
し
て
お
り
、今
年
度
は
２
年
次
生
徒
数
の

半
数
近
い
46
人
が
取
り
組
む
。

　

校
内
に
は
校
長
、教
頭
、事
務
長
、そ
し
て
科
目「
就

労
体
験
」の
授
業
担
当
教
員
８
人
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、受
け
入
れ
先
開
拓
や
先

方
と
の
調
整
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。保
育
所
・
幼

稚
園
、販
売
店
、美
容
院
な
ど
、毎
回
30
以
上
の
事
業
所

教頭
堀 昌弘先生

校長
的場敏尚先生
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働
く
意
識
を
高
め
る

事
前
指
導
を
重
視

Close up 

①

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

が
協
力（
図
４
）。生
徒
は
前
期
・
後
期
で
異
な
る
職
場
を

体
験
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　
「
初
年
度
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
意
識
付
け
が
十

分
に
で
き
ず
、実
習
３
日
目
に
し
て
リ
タ
イ
ヤ
し
た
生
徒

を
ひ
と
り
出
し
た
苦
い
経
験
が
あ
る
」（
谷
口
先
生
）こ
と

か
ら
、そ
の
後
は
事
前
指
導
に
力
を
入
れ
て
き
た
。「
学

校
に
来
な
く
て
い
い
」「
勉
強
よ
り
マ
シ
」と
安
易
な
気
持

ち
で
希
望
す
る
生
徒
も
い
る
た
め
、ま
ず
は
科
目
選
択

に
際
し
て
全
員
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
。イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
開
始
直
前
は
校
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
等
か
ら
実
習

の
目
的
や
注
意
な
ど
が
話
さ
れ
、作
文「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
へ
の
抱
負
」な
ど
の
課
題
を
通
じ
て
、働
く
こ
と
へ
の

意
識
を
高
め
て
い
る
。途
中
リ
タ
イ
ヤ
は
、そ
の
後
ひ
と

り
も
い
な
い
と
い
う
。

　

実
習
中
は
、授
業
担
当
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
受
け
持
つ

４
〜
５
事
業
所
を
巡
回
し
、随
時
指
導
。生
徒
は「
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
日
誌
」を
つ
け
、毎
週
、授
業
担
当
教
員
に

図4 インターンシップ体験先（2009年度前期）

体験先業種 体験生徒数体験先数

サービス 64

製造（菓子・パン） 43

美容 88

販売 138

保育所・幼稚園 117

介護 41

図6 インターンシップ評価表

施設実習　評価表
施設名
施設長名
指導者名
実習生名 印
実習日

評価

総合評価

所見

　　年　　組　　番　名前

評価項目 評価の着眼点 評価

１.実習状態 A・B・C・D

A・B・C・D

A・B・C・D

A・B・C・D

２.人格的資質

３.実習態度

真剣な態度で意欲的に取り組んだ。
規則を守り、礼儀正しかった。
指示を理解し、行動することができた。
感情（情緒）が安定していた。
自主性が見られた。
責任感が強く積極的に取り組んだ。
協調性があり、公平であった。

A:よくできた
B:できた
C:もう少し努力が必要
D:かなり努力が必要

ふさわしい服装で実習することができた。
忘れ物がなかった。

進路指導主事
池上 亮先生

進路指導部
谷口久治先生

図5 インターンシップ日誌

提
出
し
て
激
励
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う（
図
５
）。

　

１
年
間
の
実
習
終
了
後
は
、体
験
レ
ポ
ー
ト
を
新
聞
や



パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
形
に
ま
と
め
、科
目
履
修
し
た
２
年

次
生
と
次
年
度
に
履
修
予
定
の
１
年
次
生
を
集
め
て

発
表
会
を
開
催
し
て
い
る
。ま
た
、近
隣
の
阿
田
和
中
学

校
で
も
発
表
を
行
い
、中
学
生
の
職
場
体
験
の
事
前
学

習
と
し
て
役
立
て
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

単
位
認
定
の
た
め
、出
席
状
況
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

日
誌
」、事
前
の
作
文
や
事
後
レ
ポ
ー
ト
等
の
ほ
か
、職

場
で
の
意
欲
・
態
度
な
ど
を
も
と
に
評
価
が
行
わ
れ
る
。

各
職
場
に
も
評
価
表
を
渡
し
、生
徒
の
実
習
に
対
す
る

意
欲
や
態
度
に
つ
い
て
４
段
階
評
価
や
コ
メ
ン
ト
を
も
ら

う（
図
６
）。谷
口
先
生
は「
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
で
不
認

定
が
２
人
」と
口
悔
し
そ
う
に
話
す
が
、他
の
教
科
・
科

目
に
比
べ
れ
ば
不
認
定
者
数
は
格
段
に
少
な
い
と
い
う
。

　

通
え
る
範
囲
に
あ
る
職
場
の
職
種
・
業
種
は
限
ら
れ

る
た
め
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
と
卒
業
後
の
進
路
の
関

連
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
。し
か
し
、働
く
こ
と
へ
の
意

欲
や
進
路
意
識
へ
の
影
響
の
大
き
さ
が
、生
徒
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
か
ら
う
か
が
え
る（
図
７
）。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
や
っ
て
み
て「
し
ん
ど
い
だ
け
だ
っ
た
」と
い
う
マ
イ
ナ
ス

回
答
は
ご
く
わ
ず
か
。「
し
ん
ど
い
が
よ
い
体
験
だ
っ
た
」

「
楽
し
か
っ
た
」が
多
数
を
占
め
る
。ま
た
、イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
得
た
も
の
に
つ
い
て
の
質
問
に
は
70
％
の
参
加

者
が「
責
任
感
・
自
主
性
・
積
極
性
が
少
し
は
身
に
つ
い

た
」、40
％
が「
働
く
こ
と
に
少
し
は
自
信
が
つ
い
た
」と

答
え
て
い
る
。１
年
間
取
り
組
む
こ
と
で
、短
期
間
で
は

　インターンシップを体験して、子どもたちと話すことや一緒に遊ぶことができて楽しかったです。
外では鬼ごっこをして遊んだり、ホールでは積み木を使って遊んだりしました。
　また、子どもたちと一緒に工作をしました。三角ぼうしに紙をはる作業で、楽しみながらはること
ができました。しかし、自分がなかなか積極的になれず、子どもたちがけんかをしてしまった時、どの
ように対処すればいいのか悩みました。ですが、先生方からアドバイスをいただいて、自分で考え
て行動することができるようになりました。子どもたちと接しているうちに、気持ちや態度に変化が
現れて、自分が成長することができたと思いました。働くことについて、体験前は大変なこととし
か思っていませんでしたが、体験後は辛い時もあれば、うれしい時もあり、それを感じながら一生
懸命働くことなのだと思いました。そして、今日できなかったことを次も頑張ろうと思う心や、自分か
ら進んであいさつをしてコミュニケーションをすることを学びました。
　自分自身の進路について考えたことは、進路は就職と決まっていたのですが、あんまりはっきり
と決まっていませんが、人とかかわるような仕事をしてみたいと思いました。

保育インターンシップを終えて

R E P O R T

１
年
間
の
取
り
組
み
で

働
く
楽
し
さ
、大
変
さ
も
知
る

保育園インターンシップで、生徒は子どもと遊ぶにも
経験とスキルがいることを知る

53

わ
か
り
に
く
い
仕
事
の
苦
労
や
喜
び
を
知
り
、働
く
う
え

で
大
切
な
態
度
を
多
く
の
生
徒
が
身
に
つ
け
た
た
め
に
、

イ
ベ
ン
ト
が「
楽
し
か
っ
た
」の
と
は
違
う
種
類
の
感
想
を

も
っ
た
と
思
わ
れ
る（R

E
P
O
R
T

参
照
）。

　
「
生
徒
は
み
ん
な
一
生
懸
命
。学
校
を
休
み
が
ち
だ
っ
た

の
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
休
ま
ず
通
っ
た
と
い
う
生
徒
も

い
て
、１
年
間
の
継
続
は
大
き
な
自
信
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」（
谷
口
先
生
）

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ
先
か
ら
の
感
想
・
意
見

の
な
か
に
は
、「
あ
い
さ
つ
は
も
っ
と
元
気
に
」「
注
意
す
る

が
返
事
の
で
き
な
い
生
徒
さ
ん
も
」な
ど
厳
し
い
意
見
も

あ
る
。し
か
し
多
く
は
生
徒
の
頑
張
り
を
称
え
る
声
だ
。

図7 インターンシップ体験生徒アンケート結果（08年度・複数回答）

80（％）

楽しかった

しんどいが
よい体験だった

充実感があった

しんどいだけだった

その他

Q.インターンシップの感想

0 20 40 60 100（％）

働くことの大変さがわかった
あいさつ、言葉遣い、
礼儀が勉強になった

職場の人との
コミュニケーションが勉強になった

責任感・自主性・積極性が
少しは身についた

進路選択の参考になった

社会のことが少しはわかった

働くことに少しは自信がついた
人を思いやる気持ちが
以前より強くなった

将来について以前よりも
考えるようになった

将来、体験先のような
職業に就きたいと思った

Q.インターンシップで得たもの
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も
、受
け
入
れ
先
の
姿
勢
や
接
し
方
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
効
果
を
高
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
に
、「
南
牟
婁
郡
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
企
画
会
議
」

を
核
と
し
た
小
中
高
連
携
の
内
容
に
つ
い
て
見
て
み
た

い
。南
牟
婁
郡
は
御
浜
町
と
紀
宝
町
の
２
町
か
ら
な
る
。

同
校
は
郡
唯
一
の
高
校
で
、郡
内
に
あ
る
２
つ
の
小
学

校
、２
つ
の
中
学
校
が
パ
ー
ト
ナ
ー
だ（
図
８
）。２
つ
の
町

を
ま
た
ぐ
連
携
例
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
。多
様
な
背

景
を
も
つ
学
校
間
の
連
携
の
舵
取
り
は
難
し
そ
う
だ

が
、リ
ー
ダ
ー
役
で
あ
る
同
校
の
教
員
か
ら
苦
労
話
は
出

て
こ
な
い
。

　
「
最
初
に
し
っ
か
り
趣
旨
説
明
を
し
て
枠
組
み
さ
え

作
っ
て
し
ま
え
ば
、意
外
と
難
し
く
な
い
と
い
う
印
象
で

す
。む
し
ろ
学
校
間
の
垣
根
が
取
り
払
わ
れ
、日
常
か
ら

情
報
交
換
や
小
さ
な
連
携
が
気
軽
に
行
え
る
や
り
や
す

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
」（
堀
教
頭
先
生
）

　

活
動
の
道
筋
を
立
て
る
の
は「
推
進
企
画
会
議
」だ
。

同
校
を
活
動
拠
点
と
し
て
年
２
回
、各
校
校
長
お
よ
び

各
町
教
育
委
員
会
教
育
長
と
県
教
育
委
員
会
進
路
指

導
グ
ル
ー
プ
の
担
当
者
が
集
ま
っ
て
、全
体
計
画
の
確
認

や
総
括
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、各
校
の
実
務
担
当
者
が

具
体
策
を
話
し
合
う「
研
究
部
会
」を
年
４
回
程
度
開

催
。こ
れ
ら
の
会
議
を
通
じ
て
各
校
の
状
況
や
実
践
内

容
が
共
有
さ
れ
、各
校
が
持
ち
寄
っ
た
ア
イ
デ
ア
か
ら
新

し
い
連
携
の
取
り
組
み
が
次
々
と
生
ま
れ
た（
図
９
）。阿

田
和
中
学
校
で
行
う
紀
南
高
校
生
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
発
表
会
も
、こ
の
場
で
中
学
校
か
ら
要
請
さ
れ
て

始
ま
っ
た
も
の
だ
。

　

ま
た
、５
校
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
対
す
る
理
解
の
状
況

が
異
な
る
た
め
、共
通
理
解
を
も
っ
て
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
教
員
研
修
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。キ
ャ
リ
ア
教
育
や

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
専
門
家
を
招
い
て
合
同
で

講
演
会
を
開
催
し
た
り
、県
主
催
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
講

演
会
や
実
践
発
表
会
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。代
表
者
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
先
進
校
へ
の
視

察
も
重
ね
て
お
り
、そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
は
５
校
で
共
有

さ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
、５
校
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
キ
ャ
リ
ア
教
育

で
目
指
す
４
つ
の
能
力
領
域
に
あ
て
は
め
、「
キ
ャ
リ
ア

教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」表
と
し
て
整
理
。各
学
校
段
階

の
接
続
に
向
け
た
研
究
に
踏
み
出
し
た（
図
10
）。

　
「
表
に
ま
と
め
て
み
る
と
、一
連
の
流
れ
に
不
足
し
て
い

る
部
分
も
見
え
て
き
ま
し
た
。次
は
こ
の
よ
う
に
ま
だ
断

片
的
な
取
り
組
み
を
ど
う
つ
な
い
で
系
統
だ
っ
た
も
の
に

し
て
い
く
か
が
課
題
で
す
」（
谷
口
先
生
）

　

地
域
と
の
関
係
づ
く
り
に
は
学
校
の
方
針
や
活
動
を

「
作
業
だ
け
で
な
く
人
間
性
や
社
会
性
を
学
ん
で
い
た

だ
き
た
い
」「
就
労
体
験
を
通
じ
て
働
く
こ
と
の
大
変
さ

や
喜
び
、両
親
に
対
し
て
の
感
謝
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら

私
た
ち
も
う
れ
し
い
」と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
か
ら
は
、単
な
る

〝
お
手
伝
い
〞と
扱
う
の
で
は
な
く〝
育
て
よ
う
〞と
い
う

意
識
が
伝
わ
る（V

O
IC
E

参
照
）。

　
「
職
場
の
方
に
は『
い
ろ
ん
な
話
を
し
て
く
だ
さ
い
』と

お
願
い
し
て
い
ま
す
。生
徒
に
と
っ
て
体
験
そ
の
も
の
が

学
習
で
す
が
、そ
う
し
た
職
場
の
方
の
お
話
も
刺
激
に

な
っ
た
り
、進
路
選
択
の
参
考
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
よ

う
で
す
」

　

そ
ん
な
進
路
指
導
主
事
の
池
上
亮
先
生
の
話
か
ら

12
年
間
の
連
続
し
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
目
指
し
て

Close up 

②

小
中
高
連
携

学
校
通
信
を
地
域
住
民
に

直
接
配
布
し
活
動
を
ア
ピ
ー
ル

Close up 

③

地
域
へ
の
情
報
発
信

【販売】仕事は主に商品整理と品だしをしていただきました。地味で単調な仕事でしたが、商品
整理の重要性、必要性は本人にも説明し、日誌にも書きましたので、理解してくれたものと思っ
ています。おとなしいタイプでコツコツと仕事に取り組んでくれました。意欲や積極性は自分の好
きなこと、本当にやりたいことに出合った時に出てくることと期待しています。
【販売】インターンシップでお預かりした生徒さんには作業だけでなく人間性や特に社会性を学
んでいただきたいと常々考えておりますが、指導不足で申し訳なく思っております。今後もインタ
ーンシップでの体験では、仕事の大変さばかりでなく働くおもしろさもわかってくれればと思ってお
ります。
【サービス】当初は高校生の就労体験と聞き、皿洗いとメンテナンスをやってもらえれば…と思っ
ていました。しかし、彼女の仕事に対する姿勢やのみ込みの速さに正直驚きました。毎週金曜日
には「Nさんは？」とパートから聞かれるぐらい主力になっていました。助かりました。就労体験を通
じて働くことの大変さや喜び、両親に対しての感謝を知ってもらえたら私たちもうれしいです。

体験先からの意見・感想（抜粋）

V O I C E

54

先
進
校
に
学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践

小中高合同奉仕作業で、高校生は小学生をリード
しながらゴミ拾いを行った



理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
と
考
え
、同
校
は
情
報

発
信
に
力
を
入
れ
て
い
る
。そ
れ
に
よ
っ
て「
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
様
々
な
活
動
で
協
力
者
が
増
え
て
き
た
」と

校
長
の
的
場
敏
尚
先
生
。

　

情
報
発
信
の
代
表
例
は「
紀
南
高
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

通
信『
紀
南
の
風
』」の
発
行
だ
。昨
年
度
か
ら
従
来
の

学
校
通
信
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
通
信
と
し
て
再

編
。学
校
運
営
協
議
会
主
体
で
編
集
す
る
よ
う
に
な

り
、協
議
会
委
員
の
寄
稿
、地
域
連
携
活
動
の
募
集
や

報
告
も
さ
れ
る
な
ど
、よ
り
地
域
に
密
着
し
た
広
報
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。年
３
回
発
行
し
、カ
ラ
ー
で

１
万
２
５
０
０
部
印
刷
。町
の
広
報
誌
に
挟
み
込
み
を

し
、地
域
住
民
の
各
家
庭
に
直
接
配
布
し
て
い
る
。挟

み
込
む
作
業
は
同
校
教
員
が
行
う
が
、配
布
コ
ス
ト
は

か
か
ら
な
い
仕
組
み
だ
。

　

さ
ら
に
、新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
や
地
域
の

防
災
無
線
も
積
極
的
に
活
用
。キ
ャ
リ
ア
教
育
関
連
に

か
か
わ
ら
ず
校
内
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、新
聞
社
や

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
へ
予
告
・
報
告
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
流
し
て
い

る
。地
元
地
方
紙
が
中
心
だ
が
毎
日
新
聞
や
中
日
新
聞

か
ら
取
材
を
受
け
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、昨
年
度
は
約

１
４
０
件
の
新
聞
掲
載
が
あ
っ
た
。ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も

２
回
放
送
さ
れ
た
と
い
う
。的
場
校
長
先
生
は
、こ
う
し

た
広
報
が
生
徒
へ
も
よ
い
効
果
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
。

　
「
新
聞
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
生
徒
た
ち
の

頑
張
り
へ
の
声
援
で
も
あ
り
、本
校
生
徒
で
あ
る
こ
と
の

誇
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

●

　

昨
年
度
、お
よ
そ
10
年
続
い
た
入
学
者
の
定
員
割
れ

に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
。「
行
け
る
学
校
」か
ら「
行
き
た

い
学
校
」へ
。変
化
の
手
応
え
は
、教
員
の
意
識
へ
も
影
響

し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
「『
直
接
地
域
か
ら
の
要
望
を
聞
い
て
自
分
た
ち
の
業

務
を
見
直
し
て
み
た
い
』と
、教
職
員
み
ず
か
ら
担
当
外

の
会
議
へ
の
参
加
申
し
出
が
あ
る
な
ど
、積
極
的
に
な
っ

て
き
ま
し
た
」（
的
場
校
長
先
生
）

　

自
分
た
ち
の
意
見
や
活
動
が
学
校
と
生
徒
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
│
│
そ
ん
な
感
覚
が
、地
域
住
民
に
も
、教

職
員
に
も
広
が
っ
て
い
る
。今
後
も
同
校
を
前
進
さ
せ

る
、大
き
な
原
動
力
と
な
り
そ
う
だ
。
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図8 南牟婁郡キャリア教育推進協力校

図9 新たに始めた小中高連携の例

●阿田和小学校、阿田和中学校、紀南高校による合同奉仕活動

●井田小学校へ紀南高校生2名、半年間のインターンシップ

●阿田和小学生、紀南高校生、地域の方による「みんなで太巻き作り」

●阿田和中学校2年生、紀南高校で「高校研究」（授業見学）

●中学校の要請による中高つなぎ指導に紀南高校教員が参加

●阿田和小学校へ英語教員がALTのサポート

●阿田和中学校職場体験事前指導に紀南高校生がインターンシップの
　プレゼンテーション

●阿田和小学生と紀南高校生の交流授業（紀南高校「地域の食文化」
　の授業に阿田和小６年生27人を招いて紀南高校教員の指導を受け
　ながら餃子作り体験）

●夏休み親子体験（地域交流事業：紀南地域の小学生と家族16組
　理科実験、ロールケーキ作り）

●「保護者と教職員のふれあいの会」開催（外部講師を迎え阿田和小・
　阿田和中・紀南高校、保護者教職員のヨガ体操教室）

図10 「キャリア教育支援プログラム」表（紀南高校の部分を抜粋）

協力校

小学校

18214御浜町立阿田和小学校

14012紀宝町立井田小学校

中学校

8113御浜町立阿田和中学校

32624紀宝町立矢渕中学校

高校 32341三重県立紀南高校

教職員数 児童生徒数

コミュニティ通信「紀南の風」はB4判で
両面カラー印刷。写真入りで読みやすい




